































































































































































「Color coordinate」、「Image coordinate」、「Life Style」、「Trend」 









次の段階は「Image coordinate」 ですが、impression で全体の雰囲気や印象を表し
ます。デザイン要素の形、柄、質感、色を、イメージとして相互に関連させたり、そ
れぞれの要素が組み合わされた状態を「印象」としてどう見やすくするかです。もう




































日本では、「Color coordinate」、「Image coordinate」、「Life Style」、「Trend」の
順で成長していますが、色そのものが重要な要素となったのは、今から 40 年～50 年前
－ 25 －
















































































図 7 「117 イメージ配色配置」 
図 6 「117 イメージ言語配置」 
－ 29 －










































生活体感として気温を意識させる度数として、-9 度、-5 度、3 度、9 度、15 度、20
度、25 度、30 度、35 度という気温を設定し連想してもらいました。しかし、実際の数
値からイメージを想像するので、例えば-9 度というのは、氷柱ができる状態。北海道
や北陸の方々は「しばれる」とか、「しばりつく」と言うが、-9 度を超えると、氷柱が



















イプで表わしたのが配色温度計です。（図 8）（図 9） 



























































































   
図 12 「秋の風イメージ配色」 
図 11 「春の風イメージ配色」 
－ 35 －













て通用していると思います（図 13）。  
































ば何とか答えを出す事が出来ました。これは、札幌の 1月から 12 月までの月ごとのイ








































































































（2018 年 12月 15 日、生活美学研究所本年度第3回定例研究会における講演に基づく） 


















日本画絵具製造販売元十代目代表取締役・伝統色彩師 石 田 結 実 
 
改めて宮内先生のお話を聴けて、人には色に対してイメージの共通点がありまたそ
こには言葉にも置き換える共通点もあることを感じさせていただきました。 
五感を刺激させることで、感性を高めることができること私もよくわかっておりま
すが、なかなかこれを人さまにお伝えすることは難しく、でも色エネルギーを取り入
れてもらうことによって人の生活が豊かになることは確実であることも知っている自
分の役目とは、これらを人さまに伝えていくことと思っていた時に、先生と出会えて
この色に対する共通点をシステム化してくださったものも、私の仕事の一部分に取り
入れさせていただけることにいたく感謝いたします。 
現代は沢山の情報がありすぎて、何を選んで良いか分からない時代に突入しています。 
ここで、今からとても必要なことは、この情報の中で、自分にとって何が必要なの
かを読み取る力だと思います。それには感性を磨くことご自分の直感を信じる力を得
ることでは無いでしょうか…。 
－ 41 －
